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最 近 の 委 員 会 の 主 な 議 題　（平成22年10月～11月）予算の公開でムダの後悔をゼロに！
民の力を政の力に！

区の事業に見合った都市計画
交付金（財源）を確保せよ

請願・陳情はいつでも、どなたでも出せます。
請願・陳情はいつでも、どなたでも出せます。

＜予算編成過程の公開＞
予算編成は次の１年間に区は何をし、何
をしないのかそのすべてを決めるもの
だ。しかし過程はブラックボックスに
なっているし、予算案決定後に組み替え
られた事例は全国でもほとんどない。片
山総務大臣は知事時代に各部局要求・財
政当局査定・首長最終予算案のすべてを、
時を置かず理由も含め公開してきた。編
成過程の公開・議論こそ、事業を仕分け
る最も優れた行政評価の手法だと考えた
からだ。また限られた行財政資源の中、
すべてのニーズには応えられない。例え
ば区の省エネ機器助成について、部局は
温暖化対策のため削れないと要求した。
財政課は長期的に取り組むから50％減
額したいと査定した。最終的には20％
減額で予算案は組まれた。このように削
減理由を経過と共に公開した方が、区民
も納得すると考えるがいかがか。
区長　予算編成に当たり、各部局の次
年度予算要求確定時に全事業を公開する
取り組みは、地方自治体の中で事例が出
てきている。目黒区の予算は細目レベル
で約450あり、実際の予算要求はさらに

予算の公開でムダの後悔をゼロに！
民の力を政の力に！

民主・区民会議

松田　哲也  議員

細かく分かれている。予算編成のどの段
階で公表するのか、事業名や数字を示す
だけで理解していただけるか、など公開
するに当たっては課題も多い。行政運営
の透明性を確保するために、公開する情
報の内容、時期等について導入自治体の
事例を含め検証していく。また、予算編
成過程の情報公開として、査定理由と財
源内訳を付記することは、５か月間の予
算編成作業の間に膨大な資料を新たに作
成することになるため、人員体制等に影
響が出る可能性があり、厳しい財政状況
の下慎重に検討する必要がある。
＜区民の力＞
しぼむ財源と進む地方分権の下では、区
民の区政への関心と参加は不可欠だ。地
区サービス事務所を充実させ職員も地域
に入り、町会・ＰＴＡ・ボランティア等
をつなぎ、参加を促すべきではないか。
区長　地区サービス事務所は、コミュ
ニティ形成支援など広範な役割を期待さ
れているため、地域包括支援センターや
地域の公共的な活動を行う団体との連絡
調整機能をさらに充実させていく。

＜自治体間交流の発展＞
（１）国際交流部門の新たな位置づけを
踏まえ、今後の交流について考えを問う。
（２）中国の社会情勢や経済発展に伴う
交流事業のあり方や、他の外国との交流
について問う。（３）地方都市からのラ
ブコールなどや区民・民間レベルの交流
促進、区民祭り等地域イベントでの物産
販売など国内交流の課題について聞く。
区長　（１）交流の推進体制は、区民生
活部に新組織を置き、区民生活との関連
を重視しながら進めていく。（２）北京
市崇文区が合併した新たな東城区とも、
継続を協議したい。韓国ソウル特別市中
浪区から交流希望があり、協議していく。
（３）交流は、友好都市協定や災害時相
互援助協定を締結した自治体を中心に展
開し、他自治体とは地域イベントへの参
加など場の提供に努める。
＜都市計画マスタープラン＞
（１）目黒区が担っている都市機能とは
何か。（２）「それぞれの区が連携し」と
あるが、具体的にどのような連携をして
いるのか。（３）「交流機能としての広域
拠点、交通体系の整備」に力を注ぐとあ
るが、東京都が策定している「10年後
の東京」や「10年後の東京の実行プロ
グラム2010」など、区としてはどのよ
うに連携を図るのか。
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区長　（１）交通至便な居住エリア機能、
環状６号線内側の商業等を補完する広域
生活拠点等の機能がある。（２）複数区
にまたがる道路等整備など都市基盤整備
事業の実施に当たり、関係区で連携し調
整等を行っている。（３）東京都の実行
プログラム「３環状道路の整備」の大橋
ジャンクション整備や、大橋地区街づく
りなど、26の施策の計画・実施を各段階
で連携し進めている。
＜協働事業提案制度＞
（１）区が示した自由提案や課題提案４
事業について、募集内容に見合った成果
があったか。（２）モデル事業の「ふれあい・
いきいきサロン」事業の総括と今後の展
開を聞く。（３）区民から地域の課題を
解決し、または地域に貢献できる事業で
具体的な効果が期待できる新事業を提案
された場合、どのように対応するか。
区長　（１）自由提案は応募12件、課題
提案は応募が無かった。地域課題の解決
には区民の力が必要で、結果等を踏まえ
制度の改善を図っていく。（２）「にこに
こサロン」は居場所としての利用は定着
しつつあるが、仲間づくり等の支援は今
後の課題。事業を継続し、課題の検証を
進めていく。（３）新たな事業提案は、
本制度で対応する。さらに、提案しやす
い制度となるよう見直しを行っていく。

父親の育児休業取得促進を求める意見書
　今年６月に一部を除き、改正育児・介護休業法が施行された。今回の改正で父母がと
もに育児休業を取得する場合、育児休業取得可能期間が延長され（パパ・ママ育休プラス）
父親が妻の出産後８週間以内に育児休業を取得した場合には再度育児休業を取得するこ
とが可能になった。また、労使協定により専業主婦などの育児休業の対象外にできると
いう法律の規定を廃止し、すべての父親が必要に応じ育児休業を取得できるようになる
など、父親も子育てをしながら働くことができる環境が一層整ってきた。
　しかし、平成21年度の男性の育児休業取得率は女性の85.6％に対し1.72％とまだまだ
大きな開きがあり、先進諸国に比べても日本の男性の育児時間は低水準となっている。
勤労世帯の過半数が共働きとなっている中で女性だけが子育てや家事を行うのではな
く、男性も積極的に子育てに参加することが求められる。また、今後父親の育児休業を
促進していくことにより、母親の育児への不安解消や少子化問題への解決にも繋がって
いくものと思われる。さらに女性の就業率も向上し、日本経済への効果も期待される。
　よって、今回の改正内容を企業に周知徹底し、社内で育児休業を取得しやすい雰囲気
づくりや働き方の見直しを進めるとともに、より一層育児休業取得促進のための環境整
備に取り組んで頂くよう要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

中小企業への景気対策の延長を求める意見書
　2008年、ガソリンや原材料高騰が中小業者の経営を直撃する中、中小企業者の資金繰
りを支援するため「緊急保証制度」がつくられて以来、セーフティネット５号（中小企
業信用保険法第２条第４項第５号）の対象業種の拡大が行われてきました。2010年２月
15日からは、「景気対応緊急保証制度」の創設に伴う認定が1,118業種に拡大され、時限
措置として期間もさらに延長されました。しかし、この延長の期限が来年３月31日と迫っ
ています。
　また、2009年12月から、中小企業の円滑な事業承継を支援するために相続時の遺産分
割や資金需要、税負担の問題等への総合的な支援策を講じた「中小企業者等に対する金
融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」も同様に期限を迎えます。
　特に、目黒区の緊急経済対策である「小口零細企業資金融資」「経営安定特別資金融資」
は、セーフティネット５号の認定が融資要件に入っています。中小零細企業が、この認
定から外れると、金融機関と信用保証協会が責任を共有する「責任共有制度」のもと、
融資が受けづらくなることが予想されます。
　区内では、中小零細企業の売上も伸びなやみ、加えて円高が進む中で経済状況は回復
しておりません。国内の内需拡大も進んでおらず、中小零細企業支援の延長と拡大が求
められています。
　よって目黒区議会は、国に対し、以下の点について要請いたします。

最 近 の 委 員 会 の 主 な 議 題　（平成22年10月～11月）
企画総務委員会

10月5日（火曜日）から10月6日（水曜日）
【視察：愛知県豊田市、静岡県浜松市・藤枝市】
10月13日（水曜日）
▪目黒区北軽井沢林間学園跡施設の今後の取り
扱い案
▪芸術文化・スポーツ行政の区長部局移行に伴
う関係条例等の制定・改正に関する基本的考
え方
▪緊急財政対策
▪目黒区行革計画（行動計画）改定素案
▪平成21年度男女平等・共同参画の推進に関す
る年次報告
▪契約報告（5件）
10月19日（火曜日）
【視察：千葉県野田市、埼玉県所沢市】
10月27日（水曜日）
▪三田フレンズ地下店舗施設跡及び集会室跡の
活用計画案
▪平成22年 特別区人事委員会勧告の概要
▪契約報告（5件）
▪目黒区登録業者の指名停止措置
11月10日（水曜日）
▪緊急財政対策にかかる事務事業の見直し
▪目黒区の財務諸表
▪目黒区男女平等・共同参画推進計画改定素案
▪目黒区人事行政の運営等の状況の公表
11月19日（金曜日）
▪議案審査
11月24日（水曜日）
▪議案審査

生活福祉委員会

10月13日（水曜日）
▪目黒区営清水町アパート建替え及び高齢者福
祉住宅整備事業実施設計（案）
▪特別永住者等福祉給付金の支給
▪特別永住者等への障害福祉給付金の支給
▪目黒区障害者計画改定に伴うアンケート調査
の実施
▪平成22年度新型インフルエンザワクチン接種
事業の概要

10月25日（月曜日）から10月27日（水曜日）
【視察：滋賀県近江八幡市・長浜市、岐阜県岐阜市、
愛知県春日井市】

11月10日（水曜日）
▪地域活動団体登録制度説明会の実施結果等
▪第5期介護保険事業計画策定における基礎資料
調査及び高齢者の生活に関する調査の実施
▪高齢者福祉住宅（仮称）「コーポ中央町一丁目」
の借上げ
▪平成22年度障害者週間記念事業の開催
▪休日・休日準夜・土曜準夜診療等事業の一部
休止
▪食中毒の発生に伴う行政処分
11月19日（金曜日）
▪議案審査
▪「第34回目黒区民まつり」の実施結果
11月22日（月曜日）
▪陳情審査

都市環境委員会

10月13日（水曜日）
▪目黒通り沿道の景観づくり説明会開催結果等
▪碑文谷一丁目生産緑地地区に係わる都市計画
の変更
▪下目黒三丁目防災まちづくり用地施設建設等
整備工事工事説明会の開催
▪上目黒一丁目自転車駐車場（仮称）整備状況
▪駒場公園（旧前田侯爵家駒場本邸和館を含む）
の臨時開園
▪「自由が丘サンセットエリア地区計画」の区域
内における建築物の制限に関する条例制定の
考え方
▪目黒区営清水町アパート建替え及び高齢者福
祉住宅整備事業実施設計（案）

▪工事報告（目黒本町二丁目複合施設）
▪区民住宅への連帯保証人制度導入の考え方
▪区民住宅あき家入居者（待機者）募集
▪自由が丘サンセットエリア地区計画（案）の
縦覧結果

▪自由が丘地区都市再生整備計画の事後評価
▪地球温暖化対策啓発イベントの実施
10月25日（月曜日）から10月27日（水曜日）
【視察：岐阜県安八郡安八町、京都府長岡京市、
奈良県大和高田市、大阪府大阪市】

11月10日（水曜日） 
▪緑が丘駅周辺地区都市再生交通拠点整備事業
の事業期間の延伸

▪下目黒三丁目防災まちづくり用地施設建設等
整備工事・工事説明会の結果

▪工事報告（下目黒三丁目防災まちづくり用地）
▪焼却灰溶融スラグを配合したアスファルト舗
装の試行

▪目黒区環境基本計画の改定
▪めぐろエコの森の創設及び交流事業等の今後
の方向

▪平成22年度 年末年始の資源回収・ごみ収集の
お知らせ

11月19日（金曜日）
【視察：上目黒一丁目駐輪場（仮称）、特別区道
路線（上目黒一丁目）、区有通路路線（南一丁目・
碑文谷六丁目）】
▪議案審査
▪めぐろ買い物ルール川柳コンテストの実施結果
▪事業系ごみの排出実態調査の結果
11月22日（月曜日）
▪陳情審査

文教・子ども委員会

10月5日（火曜日）から10月7日（木曜日）
【視察：香川県香川郡直島町、岡山県岡山市・
備前市、大阪府堺市】

10月13日（水曜日）
▪芸術文化・スポーツ行政の区長部局移行に伴
う関係条例等の制定・改正に関する基本的考
え方

▪めぐろアートウィーク実施事業（案）
▪目黒区立からすもり幼稚園及びふどう幼稚園
の廃園

▪平成23年度区立幼稚園園児募集
▪平成22年度「いじめ問題を考えるつどい」の
開催

▪平成23年成人の日のつどい（案）
▪中根学童保育クラブ（仮称）運営委託事業者
の公募結果

▪保育園給食調理業務委託業者選定の基本的な
考え方

▪保育園給食調理業務委託全保育園保護者対象
の説明会実施結果

10月27日（水曜日）
【視察：からすもり幼稚園・烏森住区センター
児童館、月光原小学校、キッズタウンにしお
おい（品川区）、ふじみこども園（千代田区）】

11月10日（水曜日）
▪就学時健康診断通知書の誤送付
▪区民プールの臨時休場
▪保育終了時の確認漏れによる事故の発生
▪目黒区立南保育園改修及び耐震補強工事基本
設計（案）並びに目黒区立南保育園仮設園舎

11月19日（金曜日）
▪議案審査
▪目黒区立学校における不登校及びいじめの状
況（4月～9月分）

▪病後児保育事業の実施施設拡大
11月22日（月曜日）
▪陳情審査

議会運営委員会

10月8日（金曜日）
▪緊急財政対策について
▪目黒区行革計画（行動計画）改定素案について
▪議会検討事項協議会の検討状況について

11月1日（月曜日）
▪平成22年第4回定例会の招集について
▪提出予定議案について
▪会期及び会期中の日程について
▪議会運営委員会に提案する意見書等について
▪一般質問の通告期限について
▪陳情について
▪本会議における討論通告書の提出期限について
▪平成22年特別区人事委員会勧告の概要について
▪平成23年度区議会事務局予算（案）について
▪地方議会議員年金制度の見直しについて
▪議会運営委員会理事会の報告について
11月4日（木曜日）から11月5日（金曜日）
【視察：福島県白河市・会津若松市、岩手県奥
州市】

11月9日（火曜日）
▪陳情について
▪一般質問の順序について
▪緊急財政対策に係る事務事業の見直しについて
▪平成23年度区議会事務局予算（案）について
▪議会検討事項協議会の報告について
▪平成22年特別区人事委員会勧告に関する協議
について

▪地方議会議員年金制度についての全国市議会
議長会意見について

11月16日（火曜日）
▪議事日程及び進行順序について
▪意見書等（案）について
▪委員会の開催予定について
▪陳情取り下げについて
▪平成22年特別区人事委員会勧告に関する協議
について

11月18日（木曜日）
▪議事日程及び進行順序について
▪意見書案について
11月24日（水曜日）
▪陳情審査
11月29日（月曜日）
▪追加提出予定議案について
▪意見書（案）について
▪目黒区特別職報酬等審議会からの答申について
▪目黒区友好交流代表団の北京市東城区訪問等
について

▪議会検討事項協議会の報告について
▪東京都後期高齢者医療広域連合議会の報告に
ついて

11月30日（火曜日）
▪追加提出議案について
▪討論通告について
▪議事日程及び進行順序について

１．「景気対応緊急保証（セーフティーネット5号）」を延長し、利用の予算枠を拡大す
ること。
２．「中小企業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時措置に関する法律」の延長
を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

尖閣諸島沖における中国漁船衝突事件に関する意見書
　平成22年10月７日、尖閣諸島沖の日本領海内で中国漁船衝突事件が発生し、那覇地方
検察庁は同24日、公務執行妨害容疑で逮捕された中国人船長を処分保留のまま釈放した。
　「尖閣諸島は日本固有の領土で領有権の問題は存在しない」というのが政府の見解で
ある。過去の経緯を見ても中国や台湾が領有権について独自の主張を行うようになった
のは、1970年以降であり、それ以前はどの国も異議を唱えたことはなかった。
　しかし今回、中国人船長が逮捕されると、閣僚級以上の交流停止や国連総会での日中
首脳会談の見送り、そして日本人4人の身柄を拘束するなどの対抗措置をとり、中国人
観光客の訪日中止など日本の各産業にも悪影響が出ている状況にある。
　よって、国会及び政府においては、次の事項を実現し、毅然とした外交姿勢を確立さ
れることを求める。
１．「尖閣諸島は日本の固有の領土である」との態度を明確に中国及び諸外国に示し、
今後同様の事件が起こった際は、厳正に対処すること。
２．政府は、検察当局の判断も含め、国民に対し説明責任を果たすこと。
３．中国からの謝罪や賠償の要求には応じないこと。
４．尖閣諸島の警備体制を充実・強化すること。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

ロシア大統領の北方領土訪問に対し、毅然とした外交姿勢を求める意見書
　ロシアのメドベージェフ大統領が11月1日、我が国固有の領土である北方領土の一つ、
国後島を訪問した。
　旧ソ連時代を含め、ロシアの国家元首が北方領土を訪問したのは初めてであり、大統
領の訪問はこれまでの日露両国間の合意を無視し、ロシアによる領土の不法占拠を既成
事実化しようとするものである。
　よって、国においては、今般のメドベージェフ大統領の北方領土訪問に厳重に抗議し、
毅然たる外交姿勢でロシアに対して臨むよう強く求めるとともに、北方領土問題を早期
解決に導くためにも、早急に外交戦略の立て直しを図るよう求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

第４回定例会では、平成22年11月30日に４つの意見書を可決し、今井れい子議長名で国会及び関係行政庁へ提出しました。

本会議は午後１時、各委員会は午前10時の開会予定です。
開催当日に、区議会事務局（目黒区総合庁舎５階）へ。

傍聴においでください
平成23年第1回定例会

2月25日（金） 本会議（代表質問）
0　28日（月） 　〃　（一般質問）
3月 1 日（火） 　〃　（　　〃　　）
0　 2 日（水） 本会議（議案付託）
0　 3 日（木） 常任委員会
0　 4 日（金） 常任委員会
3月 7 日（月） 企画総務委員会 （補正予算審査）
0　14日（月） 本会議 （議案議決）
0　15日（火） 予算特別委員会 （土日祝日を除く）
　～25日（金）
0　30日（水） 本会議 （議案議決）

受付は常時行っています。平成23年の第１回定例会
で新たに審査を希望される場合は、2月17日（木）正午
までに提出してください。

請願・陳情はいつでも、どなたでも出せます。

区議会事務局  議事・調査係  ☎ 03－5722－9414
問い合わせ

区議会事務局  庶務係　☎ 03－5722－9413
問い合わせ

＊本会議の開会は午後1時の予定です。各委員会の開会は午前10時の予定です。
＊本会議や委員会の傍聴は、議会活動に触れる最も身近なチャンスです。
　開催当日に区議会事務局（目黒区総合庁舎5階）へお越しください。

傍聴においでください 平成23年第1回定例会

2月25日（金） 本会議（代表質問） 3月 7 日（月） 企画総務委員会（補正）
0　28日（月） 　〃　（一般質問） 0　14日（月） 本会議（議案議決）3月 1 日（火） 　〃　（　　〃　　）
0　 2 日（水） 本会議（議案付託） 0　15日（火） 予算特別委員会
0　 3 日（木） 常任委員会 　～25日（金） （土日祝日を除く）
0　 4 日（金） 常任委員会 0　30日（水） 本会議（議案議決）

　区政に関する事柄等について、区民の皆さんが直接、区議会に要望できる
制度です。受付は常時行っていますが、平成23年３月の平成23年第１回定例会
で新しく請願・陳情の審査を希望される場合は、2月17日（木）正午までに提出
してください。提出方法など詳細は、お問い合わせください。

請願・陳情はいつでも、どなたでも出せます。

　区議会事務局議事・調査係　☎ 03－5722－9414問い合わせ先

　区議会事務局庶務係　☎ 03－5722－9413問い合わせ先

　目黒区議会では、パソコン向けにメールマガジン「めぐろ区議会メルマガ」を配信し、区議会ホームページ
更新情報をいち早くお届けしています。目黒区議会ホームページから登録できますので、ぜひご利用ください。


